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本論文の主目的は, 正規新谷 L関数の理論を展開することと, 正規新谷 L
関数を用いて総実代数体のHeckeL関数を表すこと, 及びそれらの目的に必要
となる Fanの理論を展開することである。本論文中では次数 nの総実代数体
KとKのHecke指標 に対して, 正規新谷 L関数を用いて良い性質を持った
n変数の正則関数 F : Cn ! Cを構成した。ここでいう良い性質として具体的
には, F の対角成分がHecke L関数となること, F が関数等式をもつこと, 各
1  j  nと非負整数 kに対して sj   h+ ((j) + 2k) = 0が F (s1; : : : ; sn)の
零因子となっていること, が挙げられる。ただしここで (j)は によって定
まる f0; 1gの元であり, h 2 p 1Rは によって定まる複素数である。また





2節において, 次のような枠組みで正規新谷 L関数を定義した。まず nを 1以
上の自然数とし, V をQ上の n次元ベクトル空間とする。さらにを V 
Af
上の Schwartz-Bruhat関数とする。また Bを V 上の fanとする。この際, 
と Bの組に対して正則性という条件を仮定する。また同型  : V 
R ' Rnに
よって V が自然に Rn に埋め込まれているものとする。このとき s 2 Cn を
定義域とする正則関数として, 新谷 L関数L(s;;B; )がある種の積分表示に
よって定義される。また写像  : f1; : : : ; ng ! f0; 1gに対して, 正規新谷 L関
数 L(s;;B)が新谷 L関数の 2n 個の和として定義される。本論文内の第 2
節では, L(s;;B; )及び L(s;;B; )が s 2 Cn全体に正則関数として解析
接続されること, (B; )が特定の条件をみたす場合に L(s;;B)が和表示を持
つこと, 及び L(s;;B)が
 (s)L(s;;B; ) = i (1  s)(1  s; ^; '(B); )
という形の関数等式を持つことを示した。ここで  はガンマ因子, iは絶対
1
値 1の複素数, ^はの Fourier変換, '(B)は Bの dual fan, は の双対で
ある。
また, 本論文中の第 4節において著者は, 正規新谷 L関数を用いてHeccke
L関数を表すことができることを証明した。実際にはKのHecke指標 と群
環の元  2 C[IK ](IK はKの分数イデアルのなす群), 及びK上の基本領域的
FanDに対して, 正規新谷 L関数を用いて, 次のような性質を満たす正則関数
F;;D : Cn ! Cを構成した。
1. F;;D(s; : : : ; s) = L(s; ; f). ここでL(s; ; )は のHecke L関数を 
により少し修正したもの。
2. F;;Dは次の形の関数等式を持つ。
 (s)F;;D(s1; : : : ; sn) = ik()  1(1 s)F 1;^;'(D)(1 s1; : : : ; 1 sn)
ただし,  は によって定まるガンマ因子, ik()は にのみ依存する







問題として, 正規新谷 L関数の定義における (;D)の正則性条件の問題があ
る。著者は, 総実代数体の p進 L関数の構成に用いられた Cassou-Noguesの
手法を拡張することにより, この問題を解決した。
本論文の第 3節では, これらの結果の証明のために Fanに関する理論を展
開した。集合X に対してX 上のm次元コーンとは
(v1; : : : ; vm) (v1; : : : ; vm 2 X)
と書かれる形式的な記号であり, またX 上のm次元 FanとはX 上のm次元
コーンの形式的な Z係数和のことである。Cm(X)でX上のm次元 Fanのな
す Z加群を表す。本論文の第 3.2節ではAbel群GがX に作用している場合
について考察した。特に g1; : : : ; gm 2 Gと x 2 Xに対して, 特別なCm+1(X)
の元 F (x; g1; : : : ; gm)を定義し, いくつかの性質を証明した。ここで示される
性質は, 正規新谷 L関数と Hecke L関数を結びつける際に必要となる。また
第 3.3節ではある体 F 上の n次元ベクトル空間 V に対して, X = V n f0gと
なる場合に, 双対写像 ' : Cn(V n f0g)! Cn(V  n f0g)を定義し, その性質に
ついて調べた。第 3.4節ではX = V=f0gで更にAbel群GがXに線形に作用
している場合に, '(F (x; g1; : : : ; gn 1))について考察した。W (V )  Cn(V )
2
を (v1; : : : ; vn)(v1; : : : ; vn 2 V  n f0gは線形従属)で生成される部分 Z加群,
In(V
 n f0g; G)  Cn(V )を
(gv1; : : : ; gvn)  (v1; : : : ; vn) (g 2 G; v1; : : : ; vn 2 V  n f0g)
で生成される部分 Z加群, @n : Cn(V ) ! Cn 1(V )を境界写像, a 2 V n
f0g,b 2 V  n f0gとした時に
'(F (a; g1; : : : ; gn))  F (b; g1; : : : ; gn) 2W (V ) + In(V  n f0g; G) + ker @n
となるというのが, この節の主結果である。3.13.4節における議論の大部分
が, この結果の証明のために用いられる。またこの結果は第 4節で F;;D の
関数等式からHecke L関数の関数等式を導く際に用いられる。
以上が本論文の概要である。
3
